



































































多く（3 頭のサルで順に 4.4 倍，6.0 倍，1.6 倍），
2 頭目・3 頭目では反対側骨髄への遊走・生着
が認められたと同時に，末梢血の大半が共移植
群由来であることが判明しました。
　これまで造血幹細胞の遊走・生着能に関して
は，体外培養後に喪失することが報告されてき
ました。しかしながら我々の結果では，MSC
共移植を併用することによって体外標識造血
幹細胞が反対側の骨髄へ遊走していたことか
ら，移植された MSC によって造血幹細胞の遊
走・生着能が回復することが示唆されました。
さらには MSC 効果は骨髄よりは末梢血のほう
─ 56 ─
で顕著であったことから，MSC は造血細胞の
mobilization の段階に作用していることが想定
されました。
　以上をまとめると，カニクイザルの自家骨髄
内移植の系で解析した結果，MSC 共移植群で
造血細胞の生着率が高まることが示され，こ
の効果は MSC の骨芽細胞分化を経ていわゆる
osteoblastic niche が創出されたことに因ると
推察されました。
　最後になりましたが，本研究に対し大阪癌研
究会から研究助成を賜りましてこの場をお借り
して厚く御礼申し上げますと共に，貴研究会の
益々のご発展を祈念致します。
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